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渋谷駅周辺整備ガイドプラン２１
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《平成１３年度とりまとめ》
平成１４年３月

渋　　谷　　区
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1． 調査概要
1） 調査の背景

· 現在、既成市街地の再構築と都市構造の再編に向けては、ポテンシャルの高い鉄道駅等の交通結節点等における拠点整備を重点的に推進することが必要とされています。

· 具体的には、鉄道駅及び周辺街区を含めた地区におけるバリアフリー化の推進とともに、立地特性を活かした文化・福祉等の新たなサービスの提供により、利便性の向上を図り、商業業務ならびに生活の拠点として育成していくことが急務とされています。

· 「渋谷駅周辺地区」は、国及び東京都により地下鉄13号線整備・東横線との相互直通化、広域幹線道路である国道246号・明治通りの整備運用計画等の根幹的施設整備、路上駐車・荷捌き車両対策のためのTDM施策等に係わる調査・計画が進められており、首都圏において、特に重要な地区のひとつとして位置づけられています。

· 一方、渋谷区においては、平成12年3月に「都市計画マスタープラン」が策定され、区全体におけるまちづくりの大きな方向性が示されています。

· また、「都市計画マスタープラン」に掲げられている「渋谷の将来像」の実現に向けて、街づくりや交通，福祉などの様々な検討調査も進められています。

· 「都市計画マスタープラン」において、渋谷駅周辺地区は、「商業・業務中心地区」として位置づけられていますが、国や東京都で現在検討を進めている広域的な計画を踏まえた地区内の具体的な街づくり計画、区が担うべき具体的な役割等までは示されてはいません。

· 今後、国や東京都の広域的な計画の動向を十分に踏まえ、広域的な計画が推進・実現される段階において、「区民の立場に立った将来像」の実現に向けて、「地元としての明確な考え方」を、区と地域住民がともに考え、共有化していくことが、必要不可欠であると考えられます。

2） 調査の目的

· 以上の背景より、本調査は、以下の２点を目的として行うものとします。
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1 渋谷駅を中心とした駅周辺地区を対象として、広域的な計画、ならびに既存調査等について包括的・横断的に把握し、「土地利用」と「交通基盤」の両側面から都市空間活用のあり方、将来像の実現に向けた「将来的なまちづくり構想」を検討します。

2 「協働型のまちづくり」の考え方に則り、区民・企業等・行政が協働で事業推進を図っていくために、「区民の立場からのまちづくり構想」と、構想の実現に向けた「区の役割」を広く示していきます。

3） 
調査範囲

· 調査対象区域としては、平成11・12年度に実施されている「渋谷区地下利用ガイドプラン作成調査」の対象区域（渋谷駅周辺地区：約154ha）を基本とします。
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渋１地区　：ＪＲ線以東、宮益坂以北（渋谷一丁目を中心とするエリア）

渋２地区　：　　〃　　、国道246号線以北（渋谷二丁目を中心とするエリア）

渋３地区　：　　〃　　、国道246号線以南（渋谷三丁目を中心とするエリア）

桜丘地区　：ＪＲ線以西、国道246号線以南（桜丘町を中心とするエリア）

道玄坂地区：　　〃　　、国道246号線以北（道玄坂、円山町を中心とするエリア）

宇田川地区：　　〃　　、文化村通り以北（宇田川町を中心とするエリア）

4） 将来像の検討フロー
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[image: image19.wmf]特定用途１：百貨店・その他店舗

特定用途２：事務所・ホテル・ホール・工場等

非特定用途：住宅
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2． 「活かしていく魅力」と「解決すべき問題点」
3． 
· 上記に抽出した渋谷の持つ魅力と問題点のうち、ヒアリング等を踏まえて、「活かしていく魅力」と「解決すべき問題点」として、以下のように整理する。
5） 活かしていく魅力



6） 解決すべき問題点





4． 

5． 将来像を考える上での社会的な背景
· 渋谷駅周辺地区の将来像を考える上で、現在の渋谷駅周辺地区が有する素質や問題点、魅力といったローカルな視点に対し、「世界における都市の再構築の視点」や「国内での社会的な背景」などを整理することにより、ユニバーサルな視点に基づいた目指すべき方向性を提示していく。

7） 世界における都市の再構築の視点


1  世界的な都市間競争の時代の中で


2  次世代における活力ある都市とは（どのような都市が選ばれるのか…）

3  住・職・遊が近接したコンパクトな街の形成（居心地の良い都市とは…）




4  


5  都心居住の実現に向けて（都心での「住」の拡充に向けては…）


6  地球環境に配慮することによる付加価値の増加（都市の魅力度を更に向上するためには…）


7  税・法制面でのｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞによる民間投資の誘発（速やかに将来像を実現させていくためには…）


8） 国内での主な社会的背景

8  都市再生本部の発足



9  公共事業を取り巻く環境の変化




10  都心回帰の動き


11  オフィスの大量供給


12  商業・流通業界の動向


6． コンセプトと対応方策 

9） 渋谷がめざす街のコンセプト






10） コンセプトを実現する３つの基本方針



11） ３つの基本方針に対応する施策の例

















































地区別将来像

12） 将来像の検討条件

(1)  重点的に検討する区域について

· 渋谷駅周辺地区の将来像を実現する上では、１３号線整備や東横線地下化といったインパクトと合わせて実施していくものと、それ以外での着実なまちづくりの推進を目指していくものとに大まかに区分される。

· 中でも「コア」や「水と緑の軸」については、１３号線整備・東横線地下化などの基盤整備と一体的に推進していくエリアであるとともに、渋谷再生の大きなインパクトを担うものであるため、本検討の中でも具体的な整備構想案を検討していくものとする。


(2)  時間的スケジュール

	
	H13
	H14
	H15
	H16
	H17
	H18
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	H24
	H25
	H26～

	鉄道整備
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	コア
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	水と緑の軸
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	その他外周部のまちづくりは、地域住民との検討・合意を重ねながら順次、実現化を図っていく。


(3)  ゾーンおよびルートの考え方について

1  ゾーン・ルートの基本的考え方


【ゾーンとルートの機能分類】






※ルートについて、渋谷においては一般的に「若者・こども」と「大人」といった年代による分類がなされがちであるが、個人によって多様な価値観がある現代においては、年代による明確な分類は難しいと判断し、「落ち着き」と「にぎわい」という街のイメージから整理している。

ゾーンのイメージ


2  ルートのイメージ

	
	落ち着きのルート
	にぎわいのルート

	イメージ
	高級感にあふれ文化・教育・気品が香り漂うルート
	活気に溢れエネルギーに満ちたルート

	機能
	昔の渋谷にあった文化や教育の復権
	今の渋谷が持つ情報発信機能の維持

	沿道
	大型店やギャラリー
	個性的な路面店が中心

	対象
	主に大人が集まる
	主に若者が集まる

	演出
	休息したり語らえるベンチがある
	ストリートパフォーマンスなどが楽しめるポケットパークがある

	音
	しっとり
	ワイワイ

	他事例
	表参道、並木通り（銀座）、仲通り（丸の内）
	元町商店街（横浜）




　　　【整備イメージ（落ち着きのルート）】


　　　【整備イメージ（にぎわいのルート）】


13） 全体将来像

渋谷のコアの将来像

(4)  コアの基本的考え方

1  コアのコンセプト








2  コアを構成する要素


3  コアの区域について




(5)  骨格を形成する基盤施設の条件



コアに導入すべき機能について

1  導入が考えられる機能について




①13号線整備・東急東横線相互直通化に併せて、ターミナル駅に相応しい誰もが利用しやすく、わかりやすいバリアフリーな駅への抜本的な機能更新

②駅近傍で錯綜しているバス・タクシー・自家用車に対して、歩行者と自動車交通を立体的に分離し、重層的な空間利用による安全で円滑な交通結節機能の拡充

③デッキ・地上・地下の重層的な利用による利便性と快適性の確保された歩行者ネットワーク機能の拡充

④常に東京をリードする開放的で快適な渋谷の顔となる駅前空間の形成


①コンパクトシティしぶやの中心として、また宮下公園や渋谷川等の自然的資源のつながりやマークシティ・文化会館等を結ぶ東西方向の新たなルート等の拠点として、ゆとりある歩行者が憩える空間を重層的に創出

②谷が生み出す街並み等の景観面、ハチ公等のシンボル性、駅周辺に広がる魅力的な街との調和に配慮しつつ、ゆとり空間を生み出すような拠点に相応しい駅上部空間の有効活用

③都市型災害に耐えうる都市インフラの拡充と大量の来街者に対応したオープンスペースの確保



①来街者に向けて「しぶや最新情報」を提供する情報の発信

②渋谷に点在する高級感と文化と教育の香りを持つ様々な施設と駅とをつなげる｢落ち着きのルート｣の起点として相応しい雰囲気をもった空間の創出

③立地特性を活かした業務・ホテル等、既存の商業機能に併せて駅利用者が「立ち寄る」ことのできる日常的な商業機能、駅からさらに街へ誘う｢ショールーム｣的な商業機能等の充実



①都心の駅直近に住み、職住近接を極めるための住宅の確保

②文化を楽しんだり、公共サービスを受けたりすることによる都心居住の充実を図る機能の確保

③渋谷で働き・学ぶ人たちを支援するための、渋谷で生まれ育つファッション・産業等の情報発信や育成

【導入機能の立体的イメージ】

（オープンスペースの確保と限られた空間の高度利用との調和）




 

















2  導入機能の分類










(6)  コアにおける歩行者動線の考え方


(7)  自動車動線の考え方




【民地・建物を活用した立体的歩行者ネットワーク形成のイメージ（概念）】


〔渋谷まちづくりシンポジウム・基調講演資料より〕

　　　【整備イメージ（地下空間・建物内）】


【コアを中心とした交通系施設概略整備イメージ（平面）】

【コアを中心とした交通系施設概略整備イメージ（縦断）】

(8)  ハチ公広場の考え方























(9)  ハチ公広場の比較検討

	
	ケース１（P26,27）
	ケース２（P28,29）
	ケース３（P30～32）
	ケース４（P33,34）

	当該ケースのねらい
	２Fレベルである玉川口から、デッキで直接公園通り方面に接続し、アクセス性を高める。
	ケース１に加え、谷の底であるハチ公広場をデッキレベルに嵩上げ、公園通り方面との接続の円滑化を図る。
	ハチ公口及びハチ公広場を掘り下げ、しぶちか等の地下空間と一体となった歩行者溜まり空間を確保するとともに、地下レベルでのハチ公交差点の横断を図る。
	ケース３に加え、玉川口からデッキで公園通り方面と接続し、利便性を高める。

	広場・動線レベル
	
	
	
	

	条

件
	①ハチ公広場レベル
	地上
	デッキ
	サンクン
	サンクン

	
	②ハチ公口改札レベル
	地上
	地上
	サンクン
	サンクン

	
	③ハチ公前交差点横断の主要レベル
	デッキと地上
	デッキ
	地下
	デッキと地下

	目指すべき方向性
	①象徴
	○　シンボル性を高める配慮必要

	
	②ゆとり
	広場の空間量
	△　現状と同じ
	○　現状より拡大
	○　現状より拡大
	○　現状より拡大

	
	
	たまり空間
	○　現状以上の確保に努める

	
	③結節（まちへの円滑な接続）
	

	
	駅⇔まち
	ＪＲ線(玉川口),井の頭,銀座線
	デッキ
	○　同レベルで接続が可
	○　同レベルで接続が可
	×　レベル差あり
	○　同レベルで接続が可

	
	
	ＪＲ線(ハチ公口)
	地上
	○　同レベルで接続が可
	×　レベル差あり
	○　サンクンとの接続に配慮必要
	○　サンクンとの接続に配慮必要

	
	
	半蔵門･田園都市線、

13号･東横線
	地下
	○　同レベルで接続が可
	○　同レベルで接続が可
	○　同レベルで接続が可（サンクンへの一体的な接続も可能）
	○　同レベルでの接続が可（サンクンへの一体的な接続も可能）

	
	広場⇔

東西連絡
	ﾒｲﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（地上）
	○　ほぼ同レベルで接続が可
	×　レベル差あり
	○　サンクンとの接続に配慮必要
	○　サンクンとの接続に配慮必要

	
	
	東西連絡通路･JRハチ公口側(地上)
	○　同レベルで接続が可
	○　同レベルで接続が可
	○　サンクンとの接続に配慮必要
	○　サンクンとの接続に配慮必要

	
	ルートの多様性
	○　デッキ、地上、地下
	△　デッキ、地下
	×　地下（サンクン含む）
	○　デッキ、地下（サンクン含む）

	
	④安全（ハチ公交差点の歩行者横断の有無）
	△　歩行者横断あり

（現状よりは、横断量は減少する）
	○　歩行者横断なし
	○　歩行者横断なし

（Ｑフロント側は、横断歩道有り）
	○　歩行者横断なし

	課　　　題
	個別課題
	· 地上部における歩行者の交差点横断が残るため､自動車と歩行者動線の輻輳が解消できない。
	· デッキ上のたまり空間への地下からの人の誘導

· 全面デッキとなるため、地上部における採光の確保等による環境の維持
	· ＪＲ駅（ハチ公口）とサンクンガーデンとの接続への対応

· 地下ネットワークへ歩行者が集中することへの対応

· 都市型水害への配慮が必要
	· ＪＲ駅（ハチ公口）とサンクンガーデンとの接続への対応

· 都市型水害への配慮が必要



	
	共通課題
	· コア周辺建物の再開発や建替えに応じたデッキや地下通路等との接続への対応


【現況利用動線】

【ケース１：平面・断面図】
【ケース１：イメージパース】


【ケース２：平面・断面図】
【ケース２：イメージパース】


【ケース３：平面・断面図】
【ケース３：イメージパース】


【サンクンガーデン説明図】
【ケース４：平面・断面図】
【ケース４：イメージパース】



14） 水と緑の軸及び国道246号南側ブロック周辺整備の考え方

-

(10)  「水と緑の軸」の基本的考え方


(11)  渋谷川整備の基本的考え方




(12)  国道246号南側ブロックにおける街づくりの基本的考え方


　　　【水と緑の軸を中心とした概略整備イメージ】

(13)  水と緑の軸の概略整備イメージ


　　　【水と緑の軸イメージ（駅付近から宮下公園方面）】




　　　【水と緑の軸イメージ（コア側区間）】


　　　【水と緑の軸イメージ（並木橋付近）】


15） 外周エリアの将来像

(14)  渋１地区

(15)  渋２地区

(16)  渋３地区

(17)  桜丘地区

(18)  道玄坂地区

(19)  宇田川地区

7． 個別課題への対応

(1)  自転車対策について


　　　【街なか駐輪施設イメージ】


(2)  荷捌き対策について


【参考－路上・路外での荷捌き駐車施設の例】






(3)  駐車場問題について


【参考－コアの床面積を以下のように想定した場合の付置義務台数】

· コアにおいて、新たに約200,000㎡の床面積を想定した場合


【参考－携帯電話による駐車場案内（アイポスネット）】



(4)  駅周辺地区トータルでの基盤施設の確保


(5)  地域に応じた住機能のあり方


(6)  まちの分かりやすさに関して


(7)  風紀・治安に関して


(8)  総合的なまちづくりの推進に向けて




(9)  来年度における検討の方向


8． 今後の検討課題









9． 今年度の検討経過

16） 検討スケジュール

	開催時期
	委員会
	専門部会
	その他

	
7月3日

7月31日
	
	
	

	8月30日
	
	
	

	9月7日

9月18日


	
	
	

	10月５日


	
	
	

	11月１日

11月17日

11月21日


	
	
	

	12月5日

12月14日


	
	
	

	1月22日


	
	
	

	2月14日

2月22日

2月27日
	
	
	


17） 各委員会・専門部会における主な検討内容

	
	開催日
	主な検討内容

	第1回委員会・専門部会合同会
	H13.7.3
	· 渋谷駅周辺整備ガイドプラン21策定の背景等について

· 渋谷駅周辺地域の現状等について

	第2回専門部会
	H13.7.31
	· 「渋谷らしさ」について

· 目指すべき将来像の検討について

	第3回専門部会
	H13.8.30
	· 「渋谷らしさ」の検証

· 将来像を考える上での社会的な背景について

· 将来像の素案について

	第4回専門部会
	H13.9.7
	· 「渋谷らしさ」の検証

· 将来像を考える上での社会的な背景について

· 将来像の素案について

· 第1回まちづくりシンポジウムの開催について

	第2回委員会
	H13.9.18
	· 「渋谷らしさ」の検証

· 将来像を考える上での社会的な背景について

· 将来像の素案について

· 第1回まちづくりシンポジウムの開催について

	第5回専門部会
	H13.10.5
	· 第2回委員会における指摘事項への対応

· 整備構想案の考え方について

	第6回専門部会
	H13.11.1
	· 検討条件の確認

· 整備構想案の検討（重点検討区域）

· 将来像整備イメージの確認

	第7回専門部会
	H13.12.5
	· シンポジウム等の報告

· 整備構想案に関する検討条件について

· 整備構想案について

	第3回委員会
	H13.12.14
	· シンポジウム等の報告

· 第2回委員会における指摘事項への対応

· 整備構想案について

· 今後の検討課題について

	第8回専門部会
	H14.1.22
	· 具体的な施策の例について

· シンポジウム等での意見・提案に対する対応について

	第9回専門部会
	H14.2.14
	· ハチ公広場周辺整備の考え方について

· シンポジウム等での意見・提案に対する対応について

· 提言のまとめについて

	第10回専門部会
	H14.2.22
	· ハチ公広場周辺整備の考え方について

· 今後の検討課題について

· 提言のまとめについて

	第4回委員会
	H14.2.27
	· 具体的な施策の例について

· シンポジウム等での意見・提案に対する対応について

· ハチ公広場周辺整備の考え方について

· 今後の検討課題について


18） 
委員名簿（平成１３年７月～平成１４年３月）

（1） 渋谷駅周辺整備ガイドプラン２１委員会

	役職
	区分
	所属等
	氏　名

	委 員 長
	学識経験者
	東京大学教授
	森地　茂

	副委員長
	学識経験者
	東京大学教授
	家田　仁

	委　　員
	区議会議員
	区議会議員
	岡野　雄太

	
	
	区議会議員
	近藤　繁

	
	
	区議会議員
	五十嵐　千代子

	
	
	区議会議員
	石田　詔夫

	
	
	区議会議員
	座光寺　幸男

	
	
	区議会議員
	佐藤　晟

	
	地域区民代表
	渋谷駅東口町会長
	池田　徹也

	
	
	宮益町会長
	小林　幹育

	
	
	渋谷三丁目町会長
	渡辺　好二　※

	
	
	桜丘町会長
	加藤　増男

	
	
	道玄坂一丁目町会長／渋谷中央街会長
	舩坂　晴彦

	
	
	柳通町会長
	有馬　清種

	
	
	道玄坂町会長
	奈須　守一

	
	
	宮下町会長
	磯　裕

	
	
	宇田川町会長／渋谷センター商店街(振)理事長
	高木　總輔

	
	
	神南宇田川町会長
	柴田　重盈

	
	
	渋谷公園通商店街(振)理事長
	市野　直春

	
	
	渋谷道玄坂商店街(振)理事長
	星野　浩一

	
	
	渋谷地下商店街(振)理事長
	並木　貞人

	
	
	東急プラザ商店会会長
	大野　義康

	
	
	渋谷駅東口商店街会長
	大野　武

	
	
	渋谷宮益商店街(振)理事長
	菅野　今朝吉

	
	
	明治通り宮下パーク商店会会長
	小林　俊一


	
	鉄道事業者
	東日本旅客鉄道㈱総合企画本部投資計画部長
	林　康雄

	
	
	帝都高速度交通営団建設本部設計部長
	矢萩　秀一

	
	
	東京急行電鉄㈱鉄道事業部副事業部長兼企画部長
	川上　正弘

	
	百貨店
	東急百貨店本店総務部長
	田中　芳晴

	
	
	㈱西武百貨店渋谷西武総務部長
	石井　富幸

	
	
	㈱丸井マルイシティ渋谷副店長
	金田　正

	
	関係行政機関等
	東京都都市計画局施設計画部長
	只腰　憲久

	
	
	東京都都市計画局開発企画担当部長
	福島　七郎

	
	
	都市基盤整備公団土地有効利用事業本部計画部長
	盛　重晴

	
	渋谷区
	渋谷区土木部長
	田村　俊昭

	
	
	渋谷区都市整備部長
	衛藤　隆

	オブザーバー
	区議会議長
	伊藤　毅志


※平成14年2月逝去



（2） 渋谷駅周辺整備ガイドプラン２１専門部会

	役職
	区分
	所属等
	氏　名

	部会長
	学識経験者
	東京大学教授
	家田　仁

	部会員
	有識者
	渋谷区町会連合会会長／渋谷三丁目町会長
	渡辺　好二　※

	
	
	渋谷区商店会連合会会長／渋谷中央街会長／道玄坂一丁目町会長
	舩坂　晴彦

	
	鉄道事業者
	東日本旅客鉄道㈱総合企画本部投資計画部課長
	中井　雅彦

	
	
	帝都高速度交通営団建設本部設計部計画課長
	大月　善雄

	
	
	東京急行電鉄㈱鉄道事業部管理部企画課長
	太田　雅文

	
	関係行政
機関等
	東京都都市計画局施設計画部街路計画課長
	那須井　幸一

	
	
	東京都都市計画局総合計画部開発企画担当課長
	邊見　隆士

	
	
	東京都建設局河川部副参事（中小河川計画担当）
	内藤　久男

	
	
	都市基盤整備公団土地有効利用事業本部計画部計画第四課長
	山口　和慶

	
	渋谷区
	渋谷区土木部道路課長
	三浦　惟正

	
	
	渋谷区都市整備部まちづくり課長
	濱出　憲治


※平成14年2月逝去

　　　　　　　　　　渋谷駅周辺整備ガイドプラン２１

平成１３年度とりまとめ


発行日／平成１４年３月

発行／渋谷区都市整備部まちづくり課

〒150-8010　渋谷区宇田川町１－１

ＴＥＬ：03-3463-1211（代表）


②多様な都市型住宅





③空中庭園・展望広場





①利用しやすい交通結節機能


（駅・交通広場の再編）





１　利用しやすい快適な駅に生まれ変わる








①　ゆとりある広場空間の確保


最も人が集中する渋谷のコアには、何より現在不足している人々がくつろぎを感じられるゆとりある快適な空間を確保していく。


特に渋谷駅から出てすぐにある広場や通路空間においては、渋谷に来る人に安らぎ・心地よさを与えられるよう十分なｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽを確保し、空間デザインにも配慮を図る。


②　重層的ネットワークの形成


歩行者動線については、「谷」の活用、重層的に分散している駅施設と周辺街区の快適で有機的なネットワーク、自動車動線との輻輳の回避等の理由から、「デッキ・地上・地下」の各レベルに重層的な歩行者ネットワーク展開を図る。


周辺街区へのネットワークの展開にあたっては、坂道による魅力的な街並みの形成、デッキ・地下通路・建物を含めた民地内等を活用した歩行者ネットワーク展開等の「谷の魅力」を活かす方策を探りながら進めていく。


③　渋谷のコアに相応しい機能の導入


導入機能については、ゆとりある快適な歩行者空間や交通結節機能等の「コアを支える上で不可欠な機能」を確保しつつ、商業・業務・ホテル等の「コアを再生・充実していく上での重点機能」、都市型住宅や病院等の旧来の駅前開発では取り上げられなかった「新たに導入を検討すべき機能」についても可能性として検討していくものとする。


導入機能の配置については、限られた空間の中に、コアとして必要な機能の導入とともに、ゆとりあるオープンスペースの確保を図るために、高度利用を図るものとする。


高度利用にあたっては、従来は駅ビルや駅周辺を高度利用することが多かったが、マークシティや新宿駅南口などのように、線路上空や道路上空を活用していくことも有効な手法である。





渋谷駅周辺地区における新たな拠点として、基本的には、多くの人が集中する鉄道駅（埼京線・井の頭線含む）ならびに東西駅前広場を含む範囲を対象とする。


駅を中心とした重層的な歩行者ネットワークが周辺街区に接続する部分、縦方向の移動の主動線となる縦シャフトの導入を想定する位置等を含めて検討していくことが必要と考え、歩行者ネットワークの受け皿となる駅前街区については、コアの範囲と重複して含む。





北：宮益坂


東：明治通り


南：埼京線ホーム（新南口）+ 桜丘地区再開発区域


西：井の頭線駅（大和田通り側改札）　　上記施設に面する駅前街区の一部











①「住」のゾーン


豊かなみどりに囲まれた良好な「住」


地域コミュニティが活発な元気な「住」


職場に近い「住」


低廉な住宅もあり若者も住める「住」


病院や商店、学校などが身近にある便利な「住」


２４時間快適な生活できる「住」


犯罪等に対してセキュリティが高い「住」


②「職」のゾーン


知的資源が集積する「職」


国際的企業が集積するような「職」


通信基盤が整った良好なオフィスがある「職」


仕事中に憩える空間がある「職」


産官学が連携して新たなビジネスが生まれる「職」


ビットバレーの素地を活かした先端産業が集積する「職」


先端産業の創出を支援するインキュベーター機能がある「職」


渋谷の様々なコンテンツを支えるサービス産業がある「職」


③「楽」のゾーン


アジアを始め世界的な商業地である「楽」


流行を常に発信しトレンドを生み出す「楽」


大人や高齢者をも引きつける「楽」


多くの若者のパワーに溢れる「楽」


歴史・文化・教育など商業だけではない「楽」


おもちゃ箱のようなワクワクするような「楽」


安心して楽しむことができるセキュリティの高い「楽」


④「混合」のゾーン


上記の、「住」「職」「楽」のいずれかの機能が複合するゾーン





面的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線的


土地利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネットワーク





ルート





ゾーン








「落ち着き」


「にぎわい」　　　　　「つなぎ」





「住」


「職」


「楽」


「混合」





エリアや通りごとのコンセプトを明確にするために、土地利用・地形条件・人の回遊性等を踏まえ、4つのゾーンと3つのルートを設定する。


ゾーンについては、「住・職・楽」の各特性に応じた土地利用と機能の拡充を図る面的なエリアと考える｡


ルートについては、基本的に「歩行者動線空間」として捉え､歩行者の快適性・セキュリティ・バリアフリーに配慮した線的な空間を目指し、ゾーン内ならびに各ゾーン間、また様々な施設（点）を結ぶネットワーク機能を有するものとする。


但し､ルートのうち、「にぎわいのルート」と「落ち着きのルート」については、ネットワーク機能と併せて、沿道街区の特性に応じて「線的なゾーン」としての空間の演出を図るものとする。


「つなぎのルート」については、ゾーンやルートを接続するとともに、幹線道路や鉄道によって地区分断されている街区間の円滑な接続を図り、環状の歩行者ネットワークを補完する。





全ての機能をコアに導入する。











ｱ　一時避難場所や防災備蓄倉庫の拡充


ｲ　狭隘道路の改善


ｳ　建物が密集した地域における不燃化の促進


ｴ　電気・ガス・水道等のライフライン基幹施設の整備・共同化　等





ｱ　大型の雨水貯留槽の整備


ｲ　下水道幹線の整備


ｳ　地下空間の水害対策の向上　　　等





ｂセキュリティ、風紀、マナーの向上





ｂ震災に強い都市インフラの整備





ａ都市型水害に強い都市インフラの整備





ｱ　サイン、案内マップ等の充実化により、分かりにくさを解消していく必要がある。


ｲ　一方では、坂道・路地・入り組んだ道が多くあることが渋谷の魅力・面白さにもなっており、これらの路地等は活かしながらも、バリアフリー化を進めていく。





(4) 安全で快適な暮らしを支える機能の充実





(3) 防災性の向上等を目指した都市インフラの更なる充実





ｂ安全で歩きやすい歩行者空間の創出





ｃ　新たに導入を検討すべき機能





ｂ　コアを再生・充実していく上での重点機能





ａ　コアを支えていく上で不可欠な交通機能





⑦病院





⑲地下駐車場





⑬百貨店機能、立ち寄りできる商業施設、アミューズメント施設、スポーツ施設、託児所





⑰自転車駐車場








⑭ショールーム的商業施設





⑫コンサートホール・情報図書館





⑥都市型ホテル・情報インフラの整ったオフィス





⑦病院





コアを支える上で不可欠な機能


多くの集積が予想される人や物に対して、コアの活動などを支える上で不可欠な交通機能


コアを再生・充実していく上での重点機能


駅直近の立地特性や事業の採算性などを勘案した場合に、更に魅力あるコアの再生・充実が期待される機能


新たに導入を検討すべき機能


旧来の駅前開発には見られなかった機能であり、渋谷のコアとして他にはない魅力と新しい出会いが期待できるような新たに導入を検討すべき機能





ａ分かりやすく利用しやすい駅への転換





ｱ　混雑する駅周辺における官民の協力によるデッキ・地下空間の拡充


ｲ　歩道の段差解消、立体横断施設におけるEV,ESC設置によるバリアフリー化


ｳ　既存の歩道を有効活用するための放置自転車の排除


条例の見直しによる附置義務の強化


駅利用者のための駐輪スペースの確保


道路上の街なか駐輪や建物のセットバックによる駐輪スペースの確保


ｴ　ハード整備とあわせたソフト施策の充実による快適な歩行者空間の確保　　　等


　等





複数の路線の出口となる改札周辺の場所における統一した案内表示のルールづくりい


鉄道施設におけるバリアフリー化


バス・タクシー等の交通機関への乗り換え利便性の確保　等








導入が考えられる機能





ｃ街の分かりやすさの向上





ｱ　案内サインや誘導サインの充実化


ｲ　公共的なサインだけでなく民間施設等のサインを盛り込むために、地元組織や民間事業者との協力によるサイン計画を進めるための組織づくり　　等





(2) 歩行者にとって快適な交通基盤の形成





①「コア」に関する検討


渋谷駅周辺地区の中核を形成する重要な部分である。


地下鉄13号線整備・東横線地下化は、渋谷のコアをより良いものとするための絶好の機会と考えられる。


駅部については、検討委員・有識者等のヒアリングからも重点的な整備が必要との指摘があった箇所である。


②「水と緑の軸」に関する検討


渋谷の活かすべき魅力として上げられている「渋谷川」の活用の方向性を検討することが望まれている｡


東急東横線地下化に伴い､新たな都市空間として創出される「現駅舎及び線路跡地」に関する有効利用の方向性を検討することが必要である。











自動車レベル








Ⅰ．地上





バリアフリー化





地区計画、特別用途地区などの活用


一定規模以上の住宅供給における区への事前協議の義務付け


建築ルール、住まい方のルール等、区民主体となったルールづくり


老朽化の進む公営住宅への建替え要請


住環境に配慮した商業施設等の誘導


共同住宅の建て替え促進に向けたしくみづくり　等





都市開発諸制度を活用した多様な住宅の供給


公有地における民間活力（PFI等）を活用した住宅の整備


土地利用更新に併せた住宅附置のルールづくり


空きオフィスの良好な住宅への転換支援


高齢者用向け住宅などの種々の付加価値を備えた住宅供給の支援　　等





ゆとり





安　全





象　徴





広場レベル





歩行者レベル





ハチ公像








Ⅰ．地上歩行者ネット


Ⅱ．デッキ歩行者ネット


Ⅲ．地下歩行者ネット

















風紀や治安に関しては渋谷が抱える根深い課題であるが、警察だけの対応では限界があるので、地域住民や行政と一体となって啓発活動や罰金制度等の法制度の運用の強化などにより、街のセキュリティを高めていくことが必要である。


また、まちに貢献した人などについては優遇していくことも、風紀や治安の悪化に歯止めをかける上では配慮していくことが重要である。





渋谷のコアのコンセプト
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渋谷らしさの検証（ローカルな視点から）





③自動車動線及び走行空間に関する検討


通過交通、荷捌き・来客等地区関連交通、バス・タクシー等公共交通の各動線の整序化方策の検討（ロードプライシング、駐車料金の差別化など）


東西の広場の有効活用（重層利用）に向けた自動車動線の導入レベルの検討


自動車のデッキ広場や地下広場に関する考え方





⑤民間共同化推進等による新たな都市空間・ネットワークの創出に向けた検討


地元組織づくりの考え方


空間創出の仕組みづくりの考え方


建物の更新を促進する方策の検討





⑦自転車走行空間の確保に関する検討


自動車・歩行者動線と整合を図りつつ、自転車走行空間の確保について、放置自転車・路上駐車車両等の対策と併せて検討





①整備構想案の更なる検討の深度化


シンポジウム・意見交換会等による指摘・意見等を踏まえた更なる深度化


まちづくり構想策定に向けた庁内の横断的な検討組織の設立


多様な専門家や障害者団体、来街者等との意見交換


最大限の効果が得られるような優先的な整備メニューの検討





⑥都心居住の実現化に向けた検討


都心居住実現に対する考え方


住環境の維持・保全に対する考え方





⑧ライフラインに係る検討


情報インフラの整備の考え方


都市防災機能の拡充の考え方





⑨長期整備との整合性


国土交通省・東京都委員会における長期整備の考え方との整合


鉄道施設等の長期的な方向性との整合








①コア～宮下公園側


コア部分については、東口広場における交通結節機能の確保、国道246号・宮益坂等の横断部における連続性の確保等を踏まえて､デッキレベルにおける親水機能の確保を図るものとする｡


宮益坂を横断するデッキを宮下公園まで連続させることにより、コアと同じレベル（高さ）での一体的な快適空間の創出を図るものとする。


宮下公園については、神宮通公園や美竹公園といった近隣の公園との連携を図りつつ、更に北側へと続く明治神宮や代々木公園への接続を図っていく。





②国道246号南側


国道246号南側では、治水機能を確保しつつ、2層化等により親水機能を確保し、河川を線的空間として活用を図り、地上レベルを中心に整備する。


コア側の区間については、カフェテリア・路面店等と一体的に空間整備を推進することにより、都市型の親水空間としての活用を図るものとする。


八幡橋より南側の区間については、コア側に比較して自然的な要素を高め、様々な年代の人が触れ合うことのできる都市における憩いの空間としての整備を推進するとともに、コアから代官山方面への歩行者ネットワークの形成を図るものとする。


並木橋・JR線の横断部については、スカイウェイネットワーク等を利用することにより、歩行者動線の連続性を確保する。





⑪情報発信基地





⑱地下貯留槽・地下備蓄倉庫





③整備方策に対するメニュー











Ⅰ．地上広場（現在と同じ）


⇒現ハチ公広場から、デッキまたは地下に連続的に接続し、広場空間を拡充


⇒現東横店西館の１Ｆレベルを歩行者広場として拡充することも考えられる


Ⅱ．デッキ広場


⇒ハチ公広場をデッキレベルに設置してデッキネットワークを展開する


Ⅲ．サンクンガーデン


⇒「しぶちか」「地下未利用空間」の再整備と合わせたハチ公広場のサンクンガーデン化








⑮歩行者デッキ・駅周辺への歩行者ネットワーク・歩行者地下通路・縦シャフト（EV・ESC）








Ⅰ．「ハチ公」とその周りの風景の調和


Ⅱ．目線で「ハチ公」を感じることが出来るリアルさ


Ⅲ．ハチ公の史実が偲ばれるような配慮


Ⅳ．多くの人が溜まって賑わっている場所への設置（人の通過動線とは分離）





エ．ＪＲ改札（ハチ公口、玉川口）や営団・東急改札との円滑な接続を図る。





【ケース２　イメージパース】





③空中庭園・展望広場





⑯ゆとりある歩行者たまり空間





②多様なタイプの都市型住宅





路上荷捌き・共同集配システムの例（福岡　天神）


出典：交通工学 2000No3 Vol.35／交通工学研究会


出典：都市内物流における端末物流施設計画のあり方に関する研究／日本交通政策研究会／1997





本来は、自動車の地上レベルからの排除が望ましいと考えられるが、商業活動等を勘案すると現実的には困難





キ．人と自動車の動線を立体的に分散し、混雑の低減を図る。





検討、都市計画手続、


環境アセスなど





東横線整備などと併せた、広場、歩行者ﾈｯﾄﾜｰｸ、地下駐車場等の整備（都・短期整備、国：短期・短中期整備メニュー）











検討、都市計画手続、環境アセスなど














理念・目標の実現化に向けて取り組んでいく施策の例





基本方針の理念・目標





ａ都心居住を支える種々の機能の充実





ｱ　「住」を支える公共的な機能（公共サービス、教育施設、医療機関等）の充実


ｲ　「住」を豊かにする文化的な機能、商業サービス機能の充実　　等





ｱ　条例の見直しを含めたごみや落書きへの対策強化


ｲ　地元まちづくり組織の設立や組織活動への支援　　等





背　景（現　状）　





ﾏｰｸｼﾃｨ方面(既存)





ｂ周辺の街との連携強化








ｂ新しい分野を開拓する起業家や中小企業に対する活動の支援











(4) 周辺の街との歩行者ネットワークの構築











ルートの設定に関する情報発信（散策路マップなど）


原宿・表参道・青山・恵比寿・代官山等の魅力あるまちとの連携に向けた組織づくり　　等





周辺の街と渋谷をつなぐ道路（つなぎのルート）の歩道環境整備


コミュニティバス等による新たな公共交通の導入　等





ａ回遊ルートの魅力づくり





ｂ「文化核」や「知の核」の創出





基本方針の理念・目標





地区分割





④リラクゼーション（クアハウス・整体・エステ・美容室・理容室）、カルチャースクール





理念・目標の実現化に向けて取り組んでいく施策の例





ａ自然・歴史などの既存資源の有効活用








低廉なオフィス空間の提供


産官学の連携に向けた組織づくり


情報インフラの整備要請


渋谷ビジネスの活動を情報発信する支援　等





ａ流行発信基地渋谷の維持・向上





ａ既存オフィスビルの建て替え誘導





(3) オールマイティな街への変貌





(2) 世界に発信するカルチャーハブ





(1) オフィス環境の質の向上と新しい産業・優秀な人材の集積





②　挑戦と創造によりあらゆる人を魅了しつづけましょう。








ﾏｰｸｼﾃｨ方面(既存)





ﾏｰｸｼﾃｨ方面(既存)





イベントスペースの創出等による音楽・ファッション等のカルチャー分野に対する活動の支援


原宿・表参道・青山・恵比寿・代官山等の魅力あるまちとの連携に向けた組織づくり　等





２　駅直近におけるゆとりの空間を創出する








コア部分の具体的な施策については、Ｐ１５以降へ





⑤アイディア交差点（ファッションショー・個展等発表スペース）、地場・先端産業工房





(1) 地球環境にやさしいコンパクトシティを形成していく「渋谷の核（コア）」の再生





ｂ民地を活用したバリアフリールートの形成





ａ谷や坂の地形が生み出す高低差の解消





(3) バリアフリー化の推進





⑥都市型ホテル・情報インフラの整ったオフィス





⑨生活サポート機能（リサイクルポイント・駅前保育所・24時間窓口（区役所出張所・銀行・郵便局等））





⑧谷の景観と調和したシンボル性





⑩充実した水と緑の空間





⑪情報発信基地





⑫コンサートホール・情報図書館





３　駅から街へ人を誘う仕掛けを演出する








⑬百貨店機能、立ち寄りできる商業施設、アミューズメント施設、スポーツ施設、託児所





建築協定等による歩行者空間創出の誘導・支援


民間ビルへの公共的通路確保に対する協力要請・支援


管理等を含めたルールづくり


建物更新時における景観に配慮した歩行空間の創出　等





エスカレータ、エレベータの導入や要請


歩道内や建物のセットバック等により、坂を歩く負担を軽減するための休憩スペースの確保　　等





ｂ建物更新と併せた歩行者空間の拡充





(2) 快適で魅力的な歩行者ルートの形成





民間ビルへの公共的通路確保に対する協力要請・支援


管理等を含めたルールづくり　等





イ．「ハチ公」を中心とする待ち合わせ（たまり）空間を確保する。





理念・目標の実現化に向けて取り組んでいく施策の例





基本方針の理念・目標





建て替え促進に向けたしくみづくり


ビルのオーナーの情報交換が出来るような横断的組織の設立支援


都市開発諸制度を活用した建物更新や共同化　等





ａ明確なコンセプトを有するルートづくり





コンセプトを検討する組織づくり


コンセプトを実現するための組織の活動（美化活動など）に対する支援


ルートと調和した建物景観の形成　等





ｂ良好な住環境の維持





ａ立地特性に応じた多様な住宅の供給の促進





(4) コンパクトシティにおける都心居住の充実





①　谷が創り出す魅力を高めていきましょうす。








なぜ、「渋谷で楽しむ遊ぶ」か？


渋谷駅周辺地区は、隣接する代官山，恵比寿，青山，表参道，原宿といった個性的で魅力的な街と一体となって、日本・アジアでも有数の商業ゾーンを形成している。


その中で、渋谷駅周辺地区はハブ的機能を有しており、数多くの路面店が中心となってファッション・音楽・情報の流行発信基地となっている。


また、谷という地形が形成する迷路のようなストリートは歩いて楽しく、新しい品物やこだわりの一品、最新の情報を求めて多くの若者が集まり、街はそのパワーを糧とした劇場となっている。


多くの個性的で魅力ある店舗が、現在の渋谷の活力を産み出す源になっているように、このような店舗を如何に集積し、街として育成・サポートできるかが、街としての魅力を維持・向上していくためには重要である。


しかし、一方では「若者の街」、「商業の街」としてのインパクトが強まり、大人（特に高齢者）が近づきにくく、また渋谷の持つ「文化的な色合い」や「教育的な香り」も相対的に低下している。


従って、渋谷駅周辺地区が誰にもフェアでオープンな街として、住む人，働く人などがリフレッシュし明日への活力を得るためにも、物販・飲食に通じるを通じた「遊」に加えだけではなく、文化・教育などに触れたり，感じたり，学んだりすることも含めて、トータルとしての渋谷の魅力をて、トータルとして「・文化などの「楽しむ遊」といったの機能は、コンパクトな街の中にを、今後もターゲットやコンテンツを拡げながら、更に産み出していくことが求められる。


更に、様々なストリートや地下街などが個性や魅力を競いながら、大人を始め誰もが「楽しむ」ことが実現・体感できる街づくりを進めることが重要な戦略と考えられる。





３





なぜ、「渋谷に住む」か？


都内有数のターミナル駅である渋谷駅から歩いて５分，10分のところに住宅があることは、他の副都心にはない魅力であり、驚きに値する。


元々、代々木公園の豊かな緑や大規模な青山病院が近くにあるなど、住宅地としての質の高さを備えており、松濤，南平台，青葉台といった高級住宅地が形成されている。


現実に、最近販売された民間の高級マンションが即日完売するなど、「渋谷に住みたい」というニーズは、まだまだ多い。


この様な高額物件だけではなく低廉な住宅が供出されれば、渋谷に住むという潜在ニーズは、更に拡がると予想される。


現在、渋谷には多くの老朽化した中小のオフィスビルがあり、2年後の都内におけるオフィスの大量供給などにより、大型化、 耐震基準、IT装備の面でリニューアル不可能な老朽ビルの淘汰が起こると予測されている。


マンハッタンなどでは、この様な中小オフィスビルの住宅へのコンバージョン（転換）によって低廉な住宅を供出し、金融街に居住空間を生み出したという例もある。


職住近接が、世界的な都市の再構築の方向であることも勘案すると、「渋谷に住みながら渋谷で働き、楽しむ遊ぶ」ことは世界の都市の今後の進むべき方向性とも一致する。


更に、居住者が増えることにより、必然的に商業の更なる活性化や新たなコミュニティの創出に寄与するとともに、渋谷に対する愛着を持つ人が増え、犯罪等に対するセキュリティの向上にも繋がることになる。





なぜ、「渋谷で働く」か？


渋谷駅周辺地区は、副都心に位置づけられているように、オフィス需要が高い地区である。


しかし、渋谷駅周辺地区のオフィスは、中小のオフィスビルが大半であり、本社機能も他の副都心に比べて少なく、多種多様な企業が集積するオフィス街である。


また、渋谷に多くあるファッション店や飲食店で働く人も多く、渋谷の有するコンテンツの多さが、渋谷で働くことの優位性にも繋がっている。


特に最近では、「ビットバレー」と称されるベンチャービジネスの集積地となっておりベンチャー企業の集積が、フェイス･トゥ･フェイスの情報を求めて、或いは渋谷にオフィスを構えることが打合せ等の移動時間の削減に繋がる理由などから、更に新たなベンチャーが集まるといった好循環を呈している。


最近では、1998年にインフォスタワー、昨年にマークシティ、今年にセルリアンタワーと相次いで、大規模高層オフィスが竣工し、いずれもITベンチャーや外資系企業などにより高い人気を博している。


世界的な都市間競争の中で東京が生き残り、その中で渋谷がポテンシャルを維持・発展していくためには、但し、これらのは渋谷の多様なコンテンツやがビットバレーという素地を活かしが出来ていたことにも起因するものであり、先端産業が創出され集積する街は、都市間競争においても優位であることがアメリカだけでなく日本でも起きていると考えられる。


従って、世界的な都市間競争の中で東京が生き残り、その中で渋谷がポテンシャルを維持・発展していくためにはながら、先端産業が創出されるような知的資源が集積する都市を目指していくことが求められる。


その為には、下水道の容量拡大などと併せた光ファイバーの充分な通信インフラ整備や、老朽化した中小ビルの再構築などによるオフィスの増床や耐震面等の性能強化基準などを図ることによって、満たした良質なオフィス環境をの供出していく必要がある。


更に、渋谷の多様なコンテンツを支えるサービス産業や、先端産業の創出を支援するインキュベーター機能の拡充を図っていくことも重要な戦略と考えられる。


また、職場環境の付加価値を高めるため、職住近接を実現し、仕事中に憩える空間などを確保することも重要である。
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◆渋谷がめざす街のコンセプト


誰もが


住みたい街


働きたい街


遊びたい楽しみたい街


それができる「ひとが主役の街・渋谷」





百貨店やスーパーなどの大規模店舗の閉鎖や商店街の空き店舗などにより、中心市街地が空洞化している都市は少なくない。


一方では、デフレ経済の中で安価で高品質の商品を提供する企業は、大きな成長を遂げている。


また、世界的な流通企業や高級ブランド店も、国内市場への参入を強めている。


この様な商業・流通業界の環境が変化していく中で、如何に魅力があり個性的で集客能力がある店舗を集積・育成できるかが、都市の魅力を維持・向上する上でも一つの鍵となりそうである。





2003年に完成するオフィスビルは、首都圏だけで約100万㎡（霞ヶ関ビル6.5棟分）に達する見通しである。


最近のオフィスの傾向としては、「近・新・大」（駅に近くて新しくて大きい）の三つを兼ね備えている物件が人気であり、更に大容量の通信インフラが整備されている物件などは付加価値が高い。


一方、長引く景気低迷によるリストラ等により、オフィス需要は陰りが見え始めており、今後、老朽化した中小のオフィスビルを中心に空洞化することが懸念される。





バブル景気による急激・異常な地価上昇に伴い、都心部から居住者が流出していた傾向が、最近では大きく変わりつつある。


バブル経済の崩壊とともに、都心部の地価は急激な下落を呈しており、渋谷区における地価（住宅地ベース）においても、平成２年の平均地価に対し平成13年では、約1/4となっている。


一方、これらの地価下落に伴い、都心部に再び人口が戻りつつある。


渋谷区においても、平成８年頃を境に、増加傾向を呈している。


また、都心回帰の傾向は、地価下落に加えて、住宅金融公庫の低金利、都心部における企業の大規模遊休地等の住宅用地への転換、個性的で居住者の細やかなニーズに対応した都市型マンションの大量供給等の住宅取得に対する受け皿が拡大しただけではなく、都心部ならではの利便性・安全性等の魅力が再認識されたことが、低価格化と相まって需要を底上げしてきたと言える。


医療、教育、文化、商業、交通等の生活を支える各種施設が充実している都心部への人口回帰は、今後も進むことが予想される。





「国土の均衡ある発展」という基本的な目標の中で、公共事業はこれまで一定の役割を果たしてきた。また、景気対策や雇用対策としても公共事業が担ってきた役割も大きいが、経済・社会を取り巻く大きな変革の流れの中で、公共事業の求められる役割やあり方が見直されつつある求められている。


a) 前年度予算に対して10％削減（2002年度予算の概算要求基準）


b) 住民の主体的で責任ある街づくりへの参加


c) 情報公開の徹底


d) 既存ストックや土地の有効活用


e) 客観的評価による公共投資の重点化


f) 事業や計画の見直し


g) 規制緩和による競争原理の導入やコスト削減


h) 民間ノウハウの活用


i) 道路特定財源の使途拡大


j) 事業の迅速性など





平成13年５月に構造改革の一環として、小泉首相を本部長とする「都市再生本部が発足」された。


国や地方のみならず、民間の資金やノウハウを都市に投資することにより、新たな需要を喚起し、土地流動化を促進し不良債権の最終処理を進めることが期待されている。


同本部は、都市再生プロジェクトに関する基本的考え方の一つとして、国際的に地盤低下している東京圏、大阪圏など大都市圏を豊かで快適な経済活力に満ちあふれた都市に再生することを掲げている。


都市再生プロジェクトの選定の視点としては、「20世紀の負の遺産の解消」と「21世紀の新しい都市創造」の二つの側面を持ち、慢性的な交通渋滞などを解消するとともに、国際競争力のある世界都市の形成や安心して暮らせる美しい都市の形成を目指すものである


更に、プロジェクト選定の対象となりうるテーマとして、以下の６つを掲げている。





a) 活力ある都市活動の確保


　　　　　　→都市鉄道と駅周辺の一体的整備など





b) 災害に強い都市構造の形成


　　　　　→都市型水害対策など


c) 持続発展可能な社会の構築　　　　


　→大都市水循環と緑の回復など


d) 誰でも能力が発揮できる快適な


都市生活の実現


→都心居住の実現など


e) 国際競争力のある世界都市の実現


　　→ＩＴ革命に対応した都市拠点の形成など


f) 民間主導による事業展開


　　　　　　→公共施設等のＰＦＩによる整備など








欧米等においては、公共投資による基盤整備や先導的プロジェクトをまず実施し、これに連動した民間投資を誘発させるために、税制・法制度における優遇措置を行っている。


更に、速やかな事業実施を促すために時限措置を併用したり、官民共同出資の事業実施機関を設立することなどによって、効率性や収益性、迅速性を確保している。





地球規模での環境問題に対して、緑や水，大気などの住むみ人にとって優しい都市づくりが、これからの大きな価値基準となる。


新たな土木・建築技術により、住みやすい環境、働きやすい環境を自然と共生を図りながら創出していくことが、住宅やオフィスの付加価値を高めていくことになる。





都心部は、総じて地価が高いため、新たな住宅を整備しても販売価格が高くなることから、購入者層は限られ、都心居住に対する多くのニーズに応えられない。


その為、如何にローコストな住宅を供出するかが肝要となるが、マンハッタンなどでは、入居者が居なくなった古いオフィスビルを改修し、住宅へとコンバージョン（転換）する方策が様々なインセンティブ（固定資産税の減額等）と併せて実施されている。


元来、オフィス利用目的に建築されているため、エレベーターや電気・水道等のインフラは整っており、また天井床が高いなどから、ローコストで良質の住宅を供出することが可能となる。


また、オフィス街であった地区に人が住むことにより、夜間人口が増加し、街は24時間賑やかとなり、犯罪の減少にも繋がっている。





これまでの大量生産・大量消費の時代では、都市を純化させることにより、生産の場と消費の場を分離してきたが（結果的に日本でも長距離通勤がスタンダード化してしまった）、成熟社会を迎え、都市に求められる機能は画一的ではなく多面的な機能を併せ持つことが求められるようになっている。


欧米等では、限りなく都市を拡散していくのではなく、コンパクトな都市の中に住み、生活することが、都市のインフラストラクチャーの効率性を高めること、地球規模でのエネルギーロスを減らすことになるとして、世界的にもコンパクトシティの形成が注目されている。


世界各都市では、都市部の再開発を行い、住環境を改善し、都市型住宅の供給を推進することにより、住み・働き・遊ぶという行為を都市内で高度複合化することで、心が豊かとなる人間らしい生活を営むことが出来るとともに、人と情報のるつぼが創出され、更に都市を活性化させることになっている。








成熟社会を迎え、これまでの生産と消費の場を分離させる都市構造から大量生産・大量消費の時代では、都市を純化させることにより、生産の場と消費の場を分離してきたが（結果的に日本でも長距離通勤がスタンダード化してしまった）、成熟社会を迎え、都市はに求められる機能は画一的ではなく多面的な機能を併せ持つことが求められるようになっている。


世界各都市では、都市部の再開発を行い、住環境を改善し、都市型住宅の供給を推進することにより、住み・働き・遊ぶという行為を都市内で高度複合化することで、心が豊かとなる人間らしい生活を営むことが出来るとともに、人と情報のるつぼが創出され、更に都市を活性化させることになっている。


また、コンパクトな都市の中に住み生活することが、都市のインフラストラクチャーの効率性を高めること、地球規模でのエネルギーロスを減らすことになるとして、世界的にもコンパクトシティの形成が注目されている。


欧米等では、限りなく都市を拡散していくのではなく、コンパクトな都市の中に住み、生活することが、都市のインフラストラクチャーの効率性を高めること、地球規模でのエネルギーロスを減らすことになるとして、世界的にもコンパクトシティの形成が注目されている。


世界各都市では、都市部の再開発を行い、住環境を改善し、都市型住宅の供給を推進することにより、住み・働き・遊ぶという行為を都市内で高度複合化することで、心が豊かとなる人間らしい生活を営むことが出来るとともに、人と情報のるつぼが創出され、更に都市を活性化させることになっている。








グローバル社会の到来により、企業の立地や、人が住み、働く場所が国を越えて選ばれるようになり、日本国内のみならず、世界中において都市間競争が繰り広げられつつある。


アメリカが民間主導によるＩＴ産業の育成・誘導を図ることによって、国際的地位をより強固なものとしてきたように、先端産業を産み出す都市が都市間競争においても、優位な立場となることが予想される。


次世代産業においてはの先端産業は、ＩＴ技術はその重要ながその一つの重要な「一基盤」としての役割を担うことになる。


従って、全ての都市に情報インフラが整備されれば、情報に関する技術的な地域格差は無くなり、先端産業が創出される都市は無限の都市に拡がることが予想される。


但し、有益で付加価値の高い情報は、人は常にを生産・発信し、情報を受信・消費するためには、人はフェイス･トゥ･フェイスで、その情報の有益性を自ら判断するため、これらの情報を求め、創り出す知的資源が集積する都市が求められることになる。


この知的資源の集積地はサイバー空間上では場所を選ばないが、実空間上では、人と物と情報が集積し、様々な価値観やライフスタイル、個性といったものを受け入れ、働きやすく、生活しやすい、居心地の良いる都市を選択することが考えられる。





グローバル社会の到来により、企業の立地や、人が住み、働く場所が国を越えて選ばれるようになり、日本国内のみならず、世界中において都市間競争が繰り広げられつつある。


アメリカが民間主導によるＩＴ産業の育成・誘導を図ることによって、国際的地位をより強固なものとしてきたように、先端産業が創出される都市が都市間競争においても、優位な立場となることが予想される。


更に、先端産業を始めとして、生活を支える地域に密着したきめこまかなサービス産業や、地域の資源や魅力をアピールできる観光産業などを併せて育成・充実化を図ることにより、都市の魅力を更に相乗的に高めていくことが可能となる。


次世代の先端産業は、ＩＴ技術がその一つの重要な基盤としての役割を担うことになるが、情報インフラが各都市に整備され、情報に関する技術的な地域格差が無くなれば、都市間競争は無限の都市で繰り広げられることになる。


但し、有益で付加価値の高い情報を生産・発信し、情報を受信・消費するためには、人はフェイス･トゥ･フェイスで、その情報の有益性を自ら判断するため、これらの情報を求め、創り出す知的資源が集積する都市が求められることになる。


この知的資源の集積地はサイバー空間上では場所を選ばないが、実空間上では、人と物と情報が集積し、様々な価値観やライフスタイル、個性といったものを受け入れる都市を選択することが考えられ、知的資源としての人材を集積できるだけの優位性を有した都市としていくことが、世界的都市間競争の中で生き残っていくものと考えられる。





【キーワード】


○都市間競争　　　○知的資源の集積　　　○先端次世代産業の創出


○住職遊の近接したコンパクトな街　　　　○都心居住


○地球規模での環境問題　　　○税・法制面でのインセンティブによる民間投資の誘導





③交通基盤の不足


幹線道路が中心部を通過しているため、通過交通と地域交通が交錯し、常に混雑している。


特に休日には駐車場が不足し、また中心部に散在している駐車場への適切な案内誘導もないことから、ウロツキ交通や違法駐車が多く見られる。


路面店が多いこともあり、路上での荷捌き車両が多く、バス等の通行に影響を及ぼしている。


鉄道各線がコンパクトな中に重層的に配置されており、乗換えが不便で分かりにくく、歩行者空間も不足している上、バリアフリー化が達成され図られていない。


鉄道の駅構造について安全性や利便性が十分に確保されていない。


区内のバス路線の９割以上が集中するバスターミナルとなっているが、交通結節点としての空間が不足しており、また東西に広場が分かれているため利用者にとって分かりにくい。





④老朽化が進み災害に弱い都市構造


谷底に中心がある街であるがゆえに、集中豪雨による地下の冠水等の危険性がある。


老朽化したビルが密集し、また道路が狭くオープンスペースも少ないことから、火災や震災が発生したときにおいて、大量の人を安全に誘導する避難活動が難しい。


長年の都市機能の集積により、都市施設の老朽化や容量不足が深刻化（例えば下水管からの悪臭）している。





①歩行環境や景観の悪さ


大量の歩行者と自動車が平面で交錯しており、歩行者にとって大変危険な状況となっている。


幹線道路の横断施設等におけるバリアフリー化が図られていない達成されていない。


歩道や車道に自転車やバイクの違法駐輪が多く、歩行空間を狭めている。


案内情報の不足・不統一のため、はじめて渋谷に来る人や高齢者にとって分かりにくい街になっている。


看板が多く、整序化がされていないため、街並みとしての美しさに欠ける。


安らぎのスペースとして、本来ならば都市の魅力を高めるはずの水（渋谷川）と緑（宮下公園）や街路樹が、ほとんど活用されていない。


国道246号、首都高速、JR線等により街が分断されており、街の連続性が失われている。





②大人や高齢者が楽しめない商業環境


マークシティやセルリアンタワー等、大人も楽しめる施設が増えつつあるが、センター街を中心にほとんどが若者に占拠されている印象が強く、大人（特に高齢者）が近寄りがたい雰囲気がある。


商業機能が拡大しすぎて、本来渋谷の持っている文化的な色合いが相対的に低下してしまっている。


商業機能の拡大が来街者に対する街の魅力を高めているが、それによるゴミ、騒音、落書きが風紀の低下を招いているいており、さらに近年では・犯罪により治安の低下も進んでいる。








④歴史・教育・文化の香る街


ハチ公像、金王八幡宮等、本来渋谷が有している歴史や文化を感じることが出来るものがある。


学校・専門学校、映画館・ミニシアター、ライブハウス・スタジオ等が多く、教育・文化の香りが感じられる。





⑤広域的な交通利便性の高い街


７路線の鉄道が乗り入れ、区内の９割以上のバス路線が集中するなど、鉄道、バスのターミナル駅としての利便性が高い。


渋谷を利用する人の渋谷までの平均的な所要時間は40分程度で、電車圏では東は市川、西は立川、北は大宮、南は横浜と商圏が広い。


国道246号、首都高速3号線、明治通りといった主要幹線が駅周辺にあり、自動車による広域的なアクセスが便利である。








①地形（谷）によって形成されているコンパクトな街


谷の中に業務・商業がある程度集積されており、谷の外側へは拡がっていない。


谷の外側には松濤、鶯谷、南平台、鉢山といった良好な住宅地が拡がっている。


個性的なストリート・坂が数多くあり、迷路のような道の組み合わせにより歩いて楽しい街が形成されている。


ビルの中や地下を出入りする銀座線が見えるなど等、谷の地形が創出する風景がある。


渋谷川という水の要素が、街の中心を流れている。





②混沌とした、おもちゃ箱のような街


目的が同じではない多くの人が、渋谷で買う、渋谷で情報を手に入れるために集まり、迷路のような道と組み合わさって、混沌とした街を形成している。


常に最先端のカルチャー（音楽、ファッション、情報）が発信される路面店が数多くあり、店そして街がオンリーワンの存在となっている。


昼間から深夜まで様々なライフスタイルの人が集まり、街の24時間化が進んでいる。


若い人のエネルギーが溢れており、それが更に渋谷を活性化させる源・パワーになっている。


IT系のベンチャー企業が集積し、その集積がまたベンチャー企業を呼び込むといった好循環が起きている。


大型ビジョンやウォールペイント等、映像により街のインパクトを高めている。





③一大商業ゾーンのハブとなる街


代官山、恵比寿、青山、表参道、原宿といった個性的で魅力的な街が周辺に隣接し、渋谷がこれらで形成される一大商業ゾーンのハブの役割を果たしている。
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路外荷捌き駐車施設の例（東京　六本木）出典：都市内物流における端末物流施設計画のあり方に関する研究／日本交通政策研究会／1997年





共同集配送専用貨物車





荷捌き施設は、本来店舗側で確保することがその責務であるが、渋谷にある多くの路面店では、現実的にはその確保が難しい。


現在東京都では、荷捌き附置条例の策定に向けた検討を進めており、今後は同条例の対象となるような特にコア等での大規模店舗については、これに準じて施設内に荷捌きスペースの確保を促していくものとする。


一方、多くの路面店については共同で利用できるような、路外での荷捌きターミナルを設けたり、一般交通に影響を及ぼさない範囲での路上荷捌きスペースの確保を目指していくものとする。


また、コア等に新たに設置する荷捌き専用スペースについては、既存の路面店の商店も共同で利用できるようなシステムについても検討していく。


更には共同集配システムの確立やＩＴ技術を活用した新たな荷捌きシステムの確立などについても検討していく必要がある。





①基本的な考え方


自転車は、環境や健康面において、その役割が高まっている一方、渋谷駅周辺においては、多くの放置自転車が見られる。


現在、渋谷区の大規模施設等の建設においては、開発者の判断により、自転車駐車場の整備が委ねられている状況である。


従って、自転車駐車場の附置について検討し、商業施設等の新たな建築物については、必要となる自転車駐車場の整備を誘導していくことが必要である。


また、駅等の渋谷駅周辺においては、自転車駐車場の整備に努め、放置自転車の撤去を図り、安全で快適に歩ける歩行者空間を創出していくものとする。


更に、行政や商店主等が協働して自転車利用に対するモラルの向上を啓発していくことが重要である。





渋谷駅周辺における自転車対策


駅直近部（コア付近）


自転車需要としては、鉄道端末利用に加え、駅直近の商業施設への利用手段が多い。


現在、宮下公園脇での自転車駐車場を整備中である。


但し、これだけでは充分な供給量を確保できないため、建物の改築や増築などと併せて、付置義務の条例化等による必要駐車台数の確保を誘導していくものとする。


更にコアの中にも、駅利用者並びにコアの建物利用者のための、地上を中心とする利便性の高い箇所に、駐輪スペースを確保していく。





路面店が集積するコアの外


店から店への移動など、身近な交通手段としての自転車需要が多い。


但し、小規模な店舗が多いため、建物側が単独で自転車駐車場を確保することは現実的には困難である。


従って、道路上に「街なか駐輪施設」として、小規模の駐輪スペースを各所に配していくことが有効な手法と考えられる。


なお、建物改築時におけるセットバック空間や既存の建物のデッドスペースなどを活用し、建物利用者に対する駐輪スペースの確保に努めていくことも重要である。





その他（原付・自動二輪等への対応）


渋谷駅周辺地区においては、路上の原付・自動二輪の放置による自動車交通や景観への影響が大きな課題となっている。


放置自転車対策の対象は、原付までであり、自動二輪等は含まれていない。


また、違法駐車対策においても、自動二輪の撤去等は十分には実施されていないことから、街なか駐輪施設や駐輪場・駐車場整備等の対策に自動二輪への対策も併せて検討していくことが必要である。





④リラクゼーション（クアハウス・整体・エステ・美容室・理容室）、カルチャースクール
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意見交換会（参加者：16名）





⑤アイディア交差点（ファッションショー・個展等発表スペース）、地場・先端産業工房





⑨生活サポート機能（リサイクルポイント・駅前保育所・24時間窓口（区役所出張所・銀行・郵便局等））





⑩充実した水と緑の空間





理念・目標の実現化に向けて取り組んでいく施策の例





①東横線跡地を中心とした導入機能の考え方


国道246号南北の一体性、新南口における賑わい空間を演出する商業機能


東口・新南口との接続による立地特性を踏まえた業務機能


高度利用・公共主導による低廉な都市型住宅


水と緑の軸を中心としたうるおい空間





②ブロック内における歩行者ネットワーク形成


東口・新南口ならびに13号線とのネットワークを図るものとする。


うるおい空間となる「水と緑の軸」とともに、建物整備と併せて、東口・新南口と接続するスカイウェイネットワークを形成することにより、ブロック全体ならびに周辺街区との接続を踏まえた機能的な歩行者ネットワークを形成する。


東口との接続は、基本的にデッキレベルで国道246号南北間を結ぶものとする。


新南口は、新たなまちづくりの拠点として位置づけるとともに、桜丘地区の再開発との接続を踏まえたJR線東西間のエントランスとしての役割を担うものとする。


国道246号地下空間整備と併せて、13号線・東横線新駅との接続を図る。


なお、現況の東急東横線線路の高架構造物については、歩行者ネットワークとしての活用も考えられるが､老朽化していること、維持・管理の負担等の理由から、再利用は行わないものとする。





③東横線跡地以外の一般宅地の開発誘導


既に高度利用が図られているパサージュガーデンと併せて、東横線とパサージュガーデン間、渋谷川・明治通り間の一般宅地についても、土地利用の更新を誘導し、東横線跡地と併せた一体的な開発の促進を図るものとする。





④周辺街区・ゾーンとの接続


新南口における桜丘地区再開発側口を新設し、JR線東西連絡を図るものとする。


明治通り東側（渋谷警察署付近）におけるまちづくりの動向を踏まえつつ、つなぎのルートの形成を図るものとする。


渋谷川・東横線跡地を中心とした水と緑の軸及びつなぎのルートの整備により、代官山方面との接続を図る。





①基本方針


渋谷川は、都市における貴重な水辺空間であり、地域の風土と文化を形成する重要な要素である｡今後は、区民・地域企業・行政によるパートナーシップのもと、街づくりと一体となって、河川本来の良好な河川環境の再生を目指していくものとする。





②治水機能について


現在の覆蓋区間（宮益坂～国道246号）は、従来開水路であった河川を緊急的に駅前広場を整備するという当時の社会的情勢から、やむなく蓋掛けを行ったものであり、「上部が占用されている河川」である。


今後は、近年都市部において頻発する局地的集中豪雨に対応可能な河川として、十分な治水能力の確保が必要である。





③東口広場付近について


渋谷川は「谷地」である渋谷を象徴するものであり、かつてその支流の河骨川が唱歌「春の小川」のモデルになるなど、地域の貴重な財産である。


高度に土地利用が進行している現状では、東口広場部分を従前のように開渠化することは、現実的ではない｡


整備に際しては､「渋谷川の存在」を示す機能として、現在ある東口広場の上部空間に、連続性を有する親水空間を確保することが重要である。





④稲荷橋下流側（国道246号南側）について


本区間は再開発等周辺街づくりと一体的な整備を図るものとする。


河川の整備にあたっては､まず治水機能を確保した上で、「うるおいのある良好な河川環境の再生」を図ることが必要である。





①整備の考え方


宮下公園から駅前・国道246号南側ブロック・代官山方面を連続的に結ぶ歩行者ネットワークであるとともに、既存の宮下公園の緑、渋谷川の水等を活かした街のうるおい・憩い・安らぎ空間として、渋谷駅周辺地区における新たな魅力となる空間整備を図る。


コアならびに東急東横線跡地を中心とした国道246号南側ブロックにおける街づくり・基盤施設整備と併せて､一体的な空間として整備を図るものとする｡





②整備区域について


国道246号南側については、現渋谷川・東横線跡地・明治通り歩道、ならびに周辺部を含めた範囲の中で整備していく。


宮益坂北側については、渋谷川緑道を活用しつつ、宮下公園との一体的な区域とする。


コアについては、宮益坂北側から国道246号南側を結ぶ「線的な空間」を確保しつつ、交通結節機能・建物整備と整合した範囲で整備を図るものとする。
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幹線道路（通過交通）については、現状の地上レベルを基本として検討する。


広場関連交通・地区関連交通についても、周辺道路（神宮通り・国道246号）とのアクセス性、地上と地下・デッキ階を結ぶ車路等の構造物による影響等より、地上レベルを前提として検討する。


交通結節空間の再編により、広場関連交通の整序化を図るものとする。


国道246号地下空間ならびに周辺開発と併せた地下駐車場については、コア外周からのアクセス車路の整備、地下レベルにおける連絡車路によるネットワーク化を図る。





①歩行者動線の基本的考え方


渋谷駅の駅施設は、銀座線（地上3階）から13号線・東急東横線（地下4階）まで分散しており、駅から周辺街区へは、最短で移動できるように、デッキレベル・地下レベルの両方からのネットワーク展開を図るものとする。


既存施設の活用、民地・建物内空間の積極的にネットワーク化、ならびに歩行者ネットワークの集中する箇所、交通結節機能との接点における歩行者のまとまりのある滞留空間の確保により、利便性と快適性の確保された全体ネットワークの構築を図るものとする。





②歩行者動線のレベル設定


鉄道施設・既存歩行者空間と周辺街区等の状況をふまえた主要な歩行者動線を想定した場合、東西方向の展開ならびに国道246号南側へのネットワークは、デッキレベルを中心とした南北方向の展開が望ましいと考える。


明治通り付近については、13号線整備と併せて地下レベルを中心としたネットワーク展開を図る。


JR線直下については、現在のＧＬレベルを若干掘り下げ、東西間の「メインプラットフォーム（黒川委員会提案）」に歩行者の主要動線空間を整備し、東西広場の一体化と東西広場における端末アクセスに対応するものとする。


東西広場を横断する歩行者ネットワークについては、自動車動線空間が地上レベルを基本とすることから、歩行者・自動車の立体的な分離を図るために、デッキレベル・地下レベルの両方を整備するものとする。


公園通り・道玄坂・センター街方面については、JR駅～ハチ公広場～宇田川方面の周辺街区を有機的にネットワークさせるものとする。


その核となるハチ公広場周辺の整備の方向性については、「（6）ハチ公広場の考え方」、「（7）ハチ公広場の比較検討」を参照。





③重層的歩行者ネットワークの接続


JR駅東西ならびにネットワークの受け皿となる駅前街区側の歩行者動線が集中する箇所において、レベル間を結ぶ縦方向の歩行者ネットワークとしてエスカレータ・エレベータ等の縦シャフトを整備し、重層的な歩行者ネットワークの接続を図る。








※従来は駅ビルや駅周辺を高度利用することが多かったが、マークシティや新宿南口などのように、線路上空を活用していくことも有効な手法である。





⑲地下駐車場





⑱地下貯留槽・地下備蓄倉庫





⑰自転車駐車場





⑯ゆとりある歩行者たまり空間





４　他にはない新たな試みに挑戦する








⑮歩行者デッキ・駅周辺への歩行者ネットワーク・歩行者地下通路・縦シャフト（EV・ESC）





⑭ショールーム的商業施設





シンポジウム（参加者：午前の部524名、午後の部90名）
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多くの違法駐車車両に対しては、「大規模な駐車場を中心部に整備して違法駐車を解消」という意見と「中心部に大規模駐車場を確保すると更に混雑する」という両論が出されている。


違法駐車車両の解消を図るためには、駐車需要と供給のバランスを確保していく必要があり、交通需要マネジメントの徹底も充分に考慮した上で、将来駐車需要を推定し、さらに個々の施設の附置義務駐車場や民間駐車場の供給量も踏まえて、公共駐車場の必要性を検証していくことが必要である。


また、ハード整備に併せて官民一体となって違法駐車に対する取締りの強化についても検討していく必要がある。


但し、中心部での更なる交通混雑の悪化を防ぐためには、駐車場へのアプローチの位置、うろつき交通の整序化などについて留意する必要がある。


駐車場へのアプローチについては、外周部からの地下車路等の導入路の確保や民地内を活用するなどして、一般交通への影響を及ぼさない形とすることが望まれる。


また、うろつき交通の整序化を図るために、携帯電話やカーナビと連動したソフト的な駐車場誘導の充実化を図るなどによって、効率的・効果的な対策を講じていく必要がある。
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ヒアリング調査


有識者： 3名


百貨店： 3名


区　民：16名
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新宿東口の新宿サブナード駐車場を検索すると…





①JR駅改良の考え方


山手線・埼京線のホーム位置については、抜本的な改良のためには東急東横線跡地の利用が必要であり、これら空間を街づくりに有効に利用すべきと考えることから、当面現位置を基本とする。


鉄道レベルについては、特に埼京線を山手線レベルまで上げることが東西歩行者空間の確保から望まれるが､改良範囲・事業費等が膨大になると考えられることから､ホーム位置と同様に当面、現位置を基本とする。


埼京線新南口（ホテルメッツ側）については、桜丘方面への出入口も補助18号線整備と併せて新たに整備する。


乗換利便性については、動く歩道の高速化・充実化、Ｒ246横断デッキ等の整備により利便性を向上していくものとする。


なお、長期的には、駅施設本体の改良の可能性も踏まえておくことが必要である。





③自動車・歩行者動線の基本的なレベル


歩行者動線については、「谷」の活用、コアを中心とした重層的に分散している駅施設と周辺街区の快適で有機的なネットワーク化、自動車動線との輻輳の回避等の理由から、「デッキ・地上・地下」の各レベルに適切に配置していくものとする。


自動車動線については、明治通り・国道246号等の幹線道路からのアプローチ、地下・デッキレベルへの縦方向の動線確保に要する用地確保等を踏まえて、地上レベルを基本に検討を行うものとする。


駐車場機能は、地区内に必要な機能として位置づけ、歩行者動線・広場等への自動車アクセス動線との輻輳を回避するために「地下レベル」を基本に検討を行うものとする。





②幹線道路整備の考え方（東京都・国土交通省委員会の検討内容の反映）


幹線道路整備の考え方として、明治通りについては、平成12年度の東京都委員会における地下鉄13号線整備・東急東横線相直時の「短期整備」を踏まえるものとする。


国道246号については、現在検討が継続中となっている国土交通省委員会における「短期・短中期整備」に示されている重層利用の考え方を踏まえるものとする。


なお、鉄道施設と同様に長期整備の方向性に対しても、検討内容の整合が図られることが必要である。





【ケース１　イメージパース】





②事業化推進方策の検討


地下鉄13号線開業や東急東横線地下化・相直化等の予定時期を踏まえた各計画の優先度や整備スケジュールの検討


立体都市計画、特例容積率適用区域、街区再編プログラム（東京都で検討中）等や官民協働による事業化推進方策（ＰＦＩやＰＰＰ等）についての検討


空間デザインに関する考え方の検討





⑩総合的なまちづくり推進に向けた動き


次年度以降、GP21を具現化していく上で、主体的に取組みを行う組織のあり方の検討と組織設立に向けた手続き


長期に渡ってまちづくりシナリオを継続させるためのしくみづくり


区民との合意形成を図っていくための情報開示


まちづくりイベント開催等の積極的な取組み


まちづくり活動に対する支援





④駐車場整備に向けた具体的な検討


交通需要マネジメントの徹底も充分に考慮した上での将来駐車需要の推定


個々の施設の附置義務駐車場や民間駐車場の供給量も踏まえ、公共駐車場の必要性についての検証





検討の方向性については、営団地下鉄１３号線と東急東横線との相互直通運転の進捗状況や現在国で進められている都市再生の動向を十分に踏まえたうえで、次年度、重点的に検討するべきエリアを見極めながら整備構想案をより詳細に検討するとともに、官民協働による事業化に向けた方策の検討を進める。


検討にあたっては、意見交換会等の開催により、積極的に情報提供しながら対話する機会を設けるなど広く意見収集を行い、GP21への意見反映に努める。





現状の「魅力」とは？








渋 谷 駅


周辺地区における「素質」





現状の「問題点」とは？





渋谷駅周辺地区の現状





活かしていく魅力





解決すべき課題





世界における都市の再構築の視点





社会的な背景（ユニバーサルな視点から）





国内での主な社会的背景











対応方策（施策メニュー（案））





コンセプトを実現する３つの基本方針





コンセプト





コンセプトと対応方策











地区別将来像





外周エリア（６地区）





水と緑の軸





コ　　ア





ﾏｰｸｼﾃｨ方面(既存)





個別課題への対応





例えばコアに大規模駐車場（共同荷捌き施設含む）を確保することにより、周辺街区の路上駐車車両（荷捌き含む）の吸収が可能となれば、そのスペースを歩行者空間として再編したりするなど、地区トータルでの基盤整備の戦略が重要である。


従って、提案している各施設については、駅全体での将来像の実現に向けて、これらが相互に有機的に結びつくような方策を検討していくことが必要である。





コンパクトシティにおける豊かな生活の実現に向けて、積極的な住宅機能の導入が必要となるが、その導入方策（住宅附置のルールづくりなど）に加え、既存の住環境やコミュニティとの調和が図れるような目指すべき住環境を、地域で共有化していく必要がある。


従って、今後地域住民と望ましい住環境について議論を深めながら、誰もが渋谷に住むことの価値やｽﾃｲﾀｽが維持できる住機能のあり方を、それぞれの地域で検討していく。





13号相直





13号開業


供用





東横線整備





１３号線整備





現東横駅舎や東横店等の改築等と併せた、コア導入機能の確保








今後、GP21を具現化していくためには、渋谷区都市計画マスタープランの実現方策に掲げられている「協働型まちづくりの推進」が重要である。区民、企業等、区がGP21を共有し、議論を深めながら合意形成を図り、以下に示すそれぞれの役割を果たしながら、長期にわたってまちづくりシナリオを継続していく必要がある。





［区　民］まちづくりの主役であることの意識を更に高め既存組織と連携した新たな組織を設立するとともに、主体的かつ機能的なまちづくり推進の体制を整えることが望まれる。また、これらの組織が中心となって他の区民を引っ張っていくような取組みやまちづくりイベントの開催なども積極的に行うことも重要である。


［企業等］企業等は、まちづくりへの理解を持ちつつ、GP21が示すまちづくりの方針に則ったまちづくりの提案を区や区民に対して積極的に行っていく。


［渋谷区］渋谷区は、区民、企業等のまちづくりの機運を高めるため、まちづくりに関する情報提供や啓発活動を行う。さらに、そこから生まれた区民のまちづくり活動に対しては、「まちづくりコンサルタント派遣制度」等を有効に活用しながら、それらの活動が実現に結びつくように積極的にサポートしていくとともに、区民、企業等からのまちづくりの提案を積極的に取り入れ、着実な合意形成に向けた検討・調整を行う。また、区民、企業等、渋谷区が協働してまちづくりを進めていくためには、そのしくみを誰もが利用しやすいように明文化することが必要であり、区は協働型まちづくりのルールの制度化について検討を進めていく。





協働型まちづくりのしくみ


出典：渋谷区都市計画マスタープラン





現東横線路用地などを活用した「水と緑の軸」の整備








理念・目標の実現化に向けて取り組んでいく施策の例





基本方針の理念・目標





コア等での文化拠点創出に向けた環境整備


大学などの教育施設を活かした街づくりの展開


まちづくりハウスなど市民が学習できる場の提供　等


金王八幡やハチ公銅像等の歴史的資産の活用


青山大学や国連大学での「知の核」





ｂアジアの文化交流の拠点となるような国際都市としての育成





官民一体となった国際的イベント等の開催の誘致、協賛、会議場等の整備


国連大学の活用


外資系企業の誘致とその生活を支える学校などの整備


国際的な観光客の誘致に向けた取り組み・支援　等





ｱ　渋谷川や宮下公園等の都心にある自然資産の活用


ｲ　金王八幡やハチ公銅像等の歴史的資産の活用　等





全ての人が楽しめる多様な商業施設の充実


バリアフリーなまちへの変貌に向けた取り組み（民地内バリアフリールートなど）等





カ．上下移動に対する歩行者支援機能（ＥＶ，ＥＳＣ等）を導入する。





ｃ全ての人にやさしいまちへの変貌





ｄ区民や事業者との協働による地元に密着したまちづくり





まちづくり組織の設立や活動に対する支援等といった街づくりに貢献している個人・団体への援助


長期にわたるまちづくりシナリオを継続するためのまちづくり組織との密接な情報交換


HPやまちづくりニュースを使ったまちづくり情報の区民への情報公開　等





結　節





①利用しやすい交通結節機能


（駅・交通広場の再編）





⑧谷の景観と調和したシンボル性





基本方針の理念・目標





ｃ通過交通と地区内交通の整序化





ｂ都市内物流の効率化





ａ路上駐車の排除





ｱ　明治通りや国道246号等の幹線道路立体交差化の検討


ｲ　コミュニティバスの導入


ｳ　都市計画道路の整備　　等





ｱ　共同荷捌きスペースの新設や既存駐車施設の一部荷捌きスペース化


ｲ　路上荷捌きスペースの確保


ｳ　共同集配システムの構築　　等








ｱ　駐車場の整備（バイク含む）


ｲ　地区全体の駐車場の効率的運用に向けた駐車場事業者の連絡組織化


ｳ　駐車場案内システムの導入


ｴ　違法駐車（バイク含む）に対する取締りの徹底が可能となるしくみづくり　　等





(1) 慢性的な交通混雑の解消





③　様々な集積を受け止める都市の基盤を整えていきましょう。ます。








ウ．ハチ公広場の空間量を拡げる。





ｃ．駅からまちへ，まちから駅へ、その接続ポイントとして歩行者の円滑な流動を目指す。





ｄ．ハチ公広場の混雑の主たる要因となっているハチ公交差点は、歩行者横断の円滑化を目指す。





ｂ．ハチ公広場は渋谷のエントランスとして大切な機能であり、ゆとりある美しい空間の確保を目指す。





②整備方策








ア．誰もが渋谷の顔である「ハチ公」に出会え・触れ・親しみが持てるようにする。





①ハチ公広場の目指すべき方向性








ａ．ハチ公像は渋谷を代表する重要なシンボルとして、今後も充分な配慮と活用を目指す。





宇田川町・道玄坂方面





宇田川町・道玄坂方面
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宇田川町・道玄坂方面
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基本方針③　


様々な集積を受け止める都市の基盤を整えましょうす。








基本方針②　


挑戦と創造によりあらゆる人を魅了し続けましょうす。。








基本方針①　


谷が創り出す魅力を高めていきましょうす。








◆渋谷が目指す街のコンセプト


誰もが


住みたい街


働きたい街


遊びたい楽しみたい街


それができる「ひとが主役の街・渋谷」





21世紀の地球環境時代においては、環境への負荷が小さく、環境と共生する持続可能（サステナブル）な都市が求められており、そのためには公共交通を交通手段の中心においたエネルギー効率のよい質的に充実したコンパクトな都市構造が必要である。


渋谷は谷によりコンパクトな街が既に形成されており、この地形条件をさらに活かし、地球環境への負荷低減に資するコンパクトシティを形成していくことが可能である。


特に渋谷駅を中心とするコア部分においては、地球環境にやさしいコンパクトシティとしての魅力を更に高めるために重点的に整備していくことが必要不可欠である。


コンパクトな街の中でコアと街とのつながりを考えた場合、歩行者にとって快適で魅力的なルートづくりとルートと調和した景観形成が重要であり、その際には、本格的な高齢社会におけるバリアフリーやユニバーサルデザインの観点に立った対応が求められている。


また、地球環境にやさしいコンパクトシティにおいて充実した生活を享受するために、低廉な住宅や高齢者対応住宅といった様々なニーズに対応した住宅の充実が欠かせない。





渋谷は日本を代表する商業地であり、渋谷で流行したものが地方都市だけでなく、アジア各都市へ伝播していくという傾向も見られ、アジアのファッション・音楽・情報などの流行発信基地である。


また90年代末には、IT系のベンチャー企業が集積し、「ビットバレー」と称されるまでになったように、今後も新たなものへのチャレンジスピリットを受け入れることにより、新たな産業とその知的資源を集積することが可能となる。


これからも渋谷が日本そしてアジアをリードする街であり続けるためには、こうした新しいものを生み出す力や挑戦するスピリットを受け入れる魅力的な街である必要がある。


また、渋谷駅周辺には歴史的・文化的資産が残されており、本来渋谷が持っている文化の志向を尊重し、これらの既存ストックを有効に活用する試みも積極的に進めていく必要がある。


歴史的なものから新たな試みまで、多様な目的・志向・センス・世代に応える多様なコンテンツを提供しつづけることが渋谷の更なる発展への重要なファクターである。





渋谷の現在の都市基盤は、1964（昭和39）年の東京オリンピック開催に併せた基盤整備がそのほとんどであり、東京オリンピック以降大きな都市基盤整備が行われていない。


一方で、オリンピック以降は、民間の商業施設を中心とした開発が進み、渋谷は多くの人が集まる日本を代表する商業地として発展を遂げた。


しかし、商業地としての発展に併せた都市基盤整備はほとんど進まず、その間に駅周辺における混雑が激しくなり、人や自動車を空間として受け入れることが難しい状況に陥っている。


こうした状況や生活を支えるライフラインの老朽化は、渋谷における都市活動全般を低下させるだけでなく、災害時に大惨事を招きかねないことから、今後の渋谷の発展に向けては、都市の基盤を整備していくことが必要不可欠である。


また、渋谷における安全で快適な都市活動を支えるセキュリティや風紀・マナーの向上にむけて、ハード整備にあわせたソフト的な施策（しくみづくり、人づくり）の実践も重要である。





オ．駅東西を結ぶメインプラットフォームとの円滑な接続を図る。





【ケース３　イメージパース】





【ケース４　イメージパース】








これまでの渋谷のコアに不足していたもの


渋谷駅を利用する人にとって非常に利用しにくく、わかりにくい駅である。


渋谷川や宮下公園といった自然の資源が活用されておらず､大量に集中する人がゆとりを持って歩けたり、ほっと憩えたりする開放的な空間が十分にない。


渋谷という駅の特徴


大量に集中する人に対し駅は小さく、老朽化が進んでいる。


渋谷駅は駅としての機能のみを持ち、その周りに広がる街にこそ渋谷の魅力がある。


駅の中心にはハチ公像があり、長年渋谷のシンボルとして多くの来街者を迎えている。


駅と街のつながり


駅から街へつながるストリートはそれぞれが個性的な顔を持つ一方で、「にぎやか過ぎる」「子供っぽい」「近づきにくい」等といった印象が強い。


渋谷が人をひきつける理由


常に時代を先取りし、新たな情報を発信するアンテナ的な機能は、渋谷が特に若者からの支持を集める大きな要因となっている。


時代の要請に応えていくために


21世紀の「環境の時代」においては、重点的かつ効率的な開発の必要性が高まっており、特に整備効果が高い駅及びその周辺における開発は、都市のサステナビリティ（持続可能であること）の向上に資する高い公益性を持っている。


渋谷は谷の形状から全体的にコンパクトシティの素質を持っているが、渋谷駅を中心とするコアにおいては、現在効率的な土地利用がなされているとはいえない。














渋谷に住み・働き・楽しむ人たちが、集い・安らぎ・学び・育まれる場となる


街の「ハート」





コンセプトを実現するための４つの方針


利用しやすい快適な駅に生まれ変わる


駅直近におけるゆとりの空間を創出する。


駅から街へ人を誘う仕掛けを演出する。


他にはない新たな魅力に挑戦する。
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